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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水生生物を蝟集するための成分を、複数の多孔質の粒体に含浸させ、次いで、複数の上
記粒体を成形して、粒度が５０ｍｍ以下の成形造粒物であるコア体を得た後、該コア体の
表面に、水硬性組成物からなる、厚さが０．１～１０ｍｍである被覆層を形成して水生生
物蝟集用粒体を得ることを特徴とする水生生物蝟集用粒体の製造方法。
【請求項２】
　上記水生生物を蝟集するための成分が、アミノ酸、ペプチド、またはタンパク質である
請求項１に記載の水生生物蝟集用粒体の製造方法。
【請求項３】
　上記多孔質の粒体の粒度が５ｍｍ以下であり、上記コア体の粒度が１～２０ｍｍであり
、かつ、上記水生生物蝟集用粒体の粒度が５～３０ｍｍである請求項１又は２に記載の水
生生物蝟集用粒体の製造方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水生生物蝟集用粒体及び水域浄化システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、日本の沿岸海域では、磯焼け現象の発生や沿岸開発による埋立てにより、藻場や
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干潟の減少が進んでいる。藻場は富栄養化の原因物質であるリンや窒素等を吸収する機能
を有し、干潟は陸域からの栄養塩類の流入を緩衝する機能を有している。しかし、藻場や
干潟の減少により、海中の富栄養化が進み、プランクトンの異常増殖による、いわゆる赤
潮が発生し、漁業や養殖業に悪影響を及ぼすことが問題となっている。
　これらを解決する方策の一つとして、牡蠣やアサリ等の二枚貝を用いて水域（水質）を
浄化する方法が検討されている。二枚貝は、水中のリンや窒素等を養分として成長する植
物性プランクトンや、該植物性プランクトンを餌として成長する動物性プランクトンや、
これらのプランクトンの遺骸及び排泄物等の栄養成分（以下、単に「栄養成分」ともいう
。）を摂食するため、結果的に、水中のリンや窒素等を吸収して、水域を浄化することが
できる。例えば、特許文献１には、海水又は淡水中に多数の分散糸を備える紐状物をぶら
下げ、足糸付着性の二枚貝を前記分散糸に選択的に多量に付着させ、浮遊する懸濁性有機
物を摂食させて成長させて陸上に回収することを特徴とする海水又は淡水の浄化方法が記
載されている。
【０００３】
　一方、養殖分野では、牡蠣の垂下式養殖において、魚介類の排泄物から発生する汚染物
質や有毒ガス等の有機物によって牡蠣が死滅するのを防ぐための方法が検討されている。
例えば、特許文献２には、牡蠣の種付稚貝を垂下式にする養殖方法において、海水浄化さ
せ、養殖牡蠣の死滅を減少させるための手段として、養殖筏に竹炭マットを敷設すること
を特徴とした養殖方法が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３０１３３１４号公報
【特許文献２】特開２００４－１０５０８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　二枚貝は摂食した栄養成分を全て消化、吸収するわけではなく、必要以上に摂食した栄
養成分は、粘液により「偽糞」と呼ばれる固形物の状態にされて排出される。排出された
偽糞は、海底に落ちた後、水生生物（例えば、カニ等の甲殻類や、小魚等の小動物や、ゴ
カイ等の底生生物）の餌となる。
　特許文献１に記載された方法では、偽糞が過剰に排出された場合、海中（特に海底）に
栄養成分が溜まって富栄養化が起こり、海中（特に海底）の環境を劣化させてしまうこと
が懸念される。また、特許文献２に記載された方法では、竹炭マットを敷設するための労
力が必要となることや、波や海流の影響によって竹炭マットの位置がずれたり、たるんだ
りすることや、竹炭マットの上に浮遊物質や砂などが堆積した場合には、排泄物（偽糞）
を効率的に吸着することができずにその効果が低減する等の問題がある。
　したがって、本発明の目的は、水生生物を蝟集することができる粒体、及び、二枚貝か
らの排泄物（偽糞）を効率的に処理することができ、水域を浄化することができるシステ
ムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、上記問題を解決するために鋭意検討を重ねた結果、水生生物を蝟集する
ための成分を、多孔質の粒体に含浸させてなるコア体、および、該コア体の表面に形成さ
れた、水硬性組成物からなる被覆層を含む水生生物蝟集用粒体によれば、本発明の目的を
達成できることを見出し、本発明を完成した。
　すなわち、本発明は、以下の［１］～［１０］を提供するものである。
［１］　水生生物を蝟集するための成分を、多孔質の粒体に含浸させてなるコア体、およ
び、該コア体の表面に形成された、水硬性組成物からなる被覆層を含むことを特徴とする
水生生物蝟集用粒体。
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［２］　上記水生生物を蝟集するための成分が、アミノ酸、ペプチド、またはタンパク質
である前記［１］に記載の水生生物蝟集用粒体。
［３］　上記コア体の粒度が５０ｍｍ以下であり、かつ、上記被覆層の厚さが０．１～１
０ｍｍである前記［１］又は［２］に記載の水生生物蝟集用粒体。
【０００７】
［４］　前記［１］～［３］のいずれかに記載の水生生物蝟集用粒体、および、上記水生
生物蝟集用粒体の近傍領域内に配置した二枚貝を含むことを特徴とする水域浄化システム
。
［５］　上記二枚貝が、垂下手段によって水中に配置されている前記［４］に記載の水域
浄化システム。
［６］　上記垂下手段が、垂下用支持体、および、上記二枚貝を上記垂下用支持体に固定
するためのセメント系接着剤を含む前記［５］に記載の水域浄化システム。
［７］　上記二枚貝が、水底に配置されている前記［４］に記載の水域浄化システム。
［８］　上記二枚貝が、ホタテ貝、牡蠣、ムラサキイガイ、アコヤガイ、ハマグリ、シジ
ミ、アサリまたはヒオウギ貝である前記［４］～［７］のいずれかに記載の水域浄化シス
テム。
［９］　前記［１］～［３］のいずれかに記載の水生生物蝟集用粒体、セメント、および
水を含む、セメント組成物。
［１０］　少なくとも表面形成部分が、前記［９］に記載のセメント組成物からなる、セ
メント質硬化体。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の水生生物蝟集用粒体によれば、水生生物を蝟集することができる。
　また、本発明の水域浄化システムによれば、水生生物を蝟集することによって、二枚貝
からの排泄物（偽糞）を効率的に処理して、水域を浄化し、水域の富栄養化を抑制するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の水生生物蝟集用粒体を、該粒体の中心を通る切断面で切断した状態を模
式的に示す断面図である。
【図２】水生生物蝟集用粒体と、垂下手段によって海中に配置されている二枚貝を含む、
本発明の水域浄化システムの一例を示す図である。
【図３】水生生物蝟集用粒体と、海底に配置されている二枚貝を含む、本発明の水域浄化
システムの他の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の水生生物蝟集用粒体について、図１を参照にしながら詳しく説明する。
　本発明の水生生物蝟集用粒体１は、水生生物を蝟集するための成分（以下、「蝟集成分
」ともいう。）を、多孔質の粒体に含浸させてなるコア体２、および、該コア体の表面に
形成された、水硬性組成物からなる被覆層３を含むものである。
　蝟集成分とは、水生生物を蝟集することができる成分をいう。具来的には、アラニン、
アルギニン、アスパラギン酸、システイン、グルタミン酸、グリシン、ヒスチジン、イソ
ロイシン、ロイシン、リシン、メチオニン、フェニルアラニン、プロリン、セリン、トレ
オニン、チロシン、バリン、トリプトファン、オルニチン等のアミノ酸や、これらのアミ
ノ酸を構成成分として含む、ペプチドもしくはタンパク質等が挙げられる。
　蝟集成分は、１種を単独で、あるいは２種以上を組み合わせて用いてもよい。
　本発明においては、例えば、２種以上の蝟集成分を含むものとして、煮汁等を用いるこ
とができる。
【００１１】
　多孔質の粒体としては、蝟集成分を含浸させることができる材料からなるものであれば
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よく、無機質の材料と有機質の材料のいずれも使用することができる。
　本発明では、多孔質の粒体を用いることで、蝟集成分の含浸可能量を増大させ、かつ、
含浸に要する時間を短くすることができる。
　無機質の材料としては、例えば、頁岩、軽石、火山性ゼオライト、珪藻土、シラス、バ
ーミキュライト、炭酸カルシウム含有物質（石灰岩、貝殻、鶏卵の殻等）等やこれらの焼
成物；オートクレーブにより水熱合成したケイ酸カルシウム化合物の粉砕品および破砕品
；アルミニウム粉により発泡させたケイ酸カルシウム化合物の粉砕品および破砕品；真珠
岩や黒曜石を粉砕した後に、焼成して発泡させた焼成物；煉瓦や陶磁器等の破砕物等が挙
げられる。
　有機質の材料としては、例えば、ポリウレタン、ポリエチレン、ポリスチレン、ポリ塩
化ビニル、ポリビニルアルコール等の合成樹脂を発泡させたもの；天然および人工ゴム；
木質材料の破砕物等が挙げられる。
　上記木質材料における木の種類は、特に限定されるものではない。また、木質材料とし
て、木材の切削時に発生するおがくずや、合板作成時に発生する端切れ材や、建設廃材や
、間伐などで発生する木材等の破砕物等を使用することができる。
【００１２】
　多孔質の粒体は、粒度（粒体が球状である場合は粒径、棒状の場合は長手寸法）を調整
せずに使用してもよく、目的に応じて粒度が特定の範囲内となるように調整して使用して
もよい。該粒度は、粒体の形状によっても異なるが、含浸を行う際に蝟集成分を粒体の内
部にまで十分に浸漬させる観点からは、好ましくは５０ｍｍ以下、より好ましくは３０ｍ
ｍ以下である。また、該粒度は、後述する成形を行う場合、成形の容易性の観点から、好
ましくは２０ｍｍ以下、より好ましくは１０ｍｍ以下、特に好ましくは５ｍｍ以下である
。
【００１３】
　多孔質の粒体に、蝟集成分を含浸させることで、多孔質の粒体の複数の孔から、蝟集成
分が含浸し、内部に蝟集成分を有するコア体２を得ることができる。
　多孔質の粒体に、蝟集成分を含浸させる方法としては、例えば、蝟集成分と水を含む液
状物に上記粒体を一定時間浸漬する方法や、該液状物と上記粒体を、ミキサーを用いて混
練する方法等が挙げられる。中でも、短時間で上記液状物を十分に浸漬させる観点から、
ミキサーを用いて混練する方法が好ましい。
　上記ミキサーについては特に限定されるものではなく、粒体の混合において一般的に使
用されるミキサー（例えば、モルタルやコンクリートの練り混ぜに使用されるミキサー）
を用いればよい。
　具体的には、縦型ミキサー、横型ミキサー、ナウターミキサー、傾胴ミキサー、強制ミ
キサー、二軸ミキサー等が挙げられる。縦型ミキサーとしては、例えば、ホバート社製の
「ホバートミキサー」、ヘンシェル社製の「ヘンシェルミキサー」等が挙げられる。横型
ミキサーとしては、例えば、レディゲ社製の「レディゲミキサー」等が挙げられる。
　また、ペール缶等の容器に上記粒体と上記液状物を投入して、ハンドミキサー等を用い
て混練して含浸させてもよい。
【００１４】
　蝟集成分と水を含む液状物は、上述の蝟集成分と水を、用途に応じて適宜配合割合を調
整して混合してなる水溶液又は懸濁液である。該液状物として、食品加工業や水産加工業
において排出される煮汁等を使用することも可能である。
　また、上記液状物には、その他の成分として、窒素、リン、カリウム、マグネシウム、
ケイ素、硫黄等の、無機肥料の主要成分や、鉄、銅、亜鉛、ニッケル、マンガン、コバル
ト、モリブデン等の、無機肥料の微量成分等が、水生生物の蝟集に影響のない範囲内の量
で含まれていてもよい。
【００１５】
　上記液状物の配合量は、上記液状物の固形分濃度によっても異なるが、含浸後に粒体を
成形することが容易であり、かつ、成形後のコア体２が崩壊しない観点から、上記粒体１
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００質量部に対して、好ましくは１０～４００質量部、より好ましくは５０～３００質量
部である。
【００１６】
　蝟集成分を含浸させた粒体を、そのまま本発明におけるコア体２として使用してもよい
が、蝟集成分が十分に含浸された水生生物蝟集用粒体１を得る観点から、蝟集成分を含浸
させた粒体を成形してなる成形物（成形造粒物）を、コア体２として使用することが好ま
しい。
　上記成形物（成形造粒物）を製造する方法としては、転動造粒、攪拌造粒、圧縮造粒、
押出造粒等の各種造粒方法を用いることができる。また、造粒に用いられる装置としては
、パンペレタイザー、ミキサー、ディスクペレッター等を用いることができる。
　また、成形を行う際に、必要に応じてバインダーを添加しても良い。
　コア体２の粒度は、好ましくは０．１～５０ｍｍ、より好ましくは０．５～２０ｍｍ、
特に好ましくは１～１５ｍｍである。該粒度が０．１ｍｍ以上であれば、コア体に含浸さ
れる蝟集成分の量を増やすことができる。該粒度が５０ｍｍ以下であれば、成形が容易に
なる。
【００１７】
　被覆層３を形成する水硬性組成物としては、無機系の材料が好ましく、例えば、セメン
ト、石膏類等が挙げられる。上記セメントとしては、普通ポルトランドセメント、早強ポ
ルトランドセメント、中庸熱ポルトランドセメント、低熱ポルトランドセメント等のＪＩ
Ｓに規定されている各種ポルトランドセメント、高炉セメント、フライアッシュセメント
、スラグセメント、エコセメント、及びアルミナセメント等が挙げられる。
　中でも、汎用性の点から、普通ポルトランドセメント及び早強ポルトランドセメントが
好ましい。
　これらは、１種を単独で、あるいは２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００１８】
　また、必要に応じて、石灰石微粉末、シリカフューム、フライアッシュ、高炉スラグ、
カルシウムアルミネート、ドロマイト等の混和材；ビニロン、ポリエチレン、ポリスチレ
ン、ポリプロピレン、カーボン、ガラス、鉄等からなる繊維；上述した多孔質の粒体に用
いられる無機質や有機質の材料等を、被覆層３の材料として用いてもよい。
　また、被覆の性状に影響を及ぼさない範囲内で、一般的にコンクリートやモルタルで用
いられている細骨材等を用いてもよい。
【００１９】
　また、水硬性組成物には、硬化性状を調整するための材料として、一般的にセメントま
たはコンクリートに用いられている、硬化促進剤、凝結遅延剤、収縮低減剤、ＡＥ剤、減
水剤、高性能減水剤、流動化剤、増粘剤、消泡剤等の添加物を、被覆の性状に影響を及ぼ
さない範囲内で用いてもよい。
　これらは、１種を単独で、あるいは２種以上を組み合わせて用いてもよい。
　さらに、水硬性組成物は、水を含む。水は、通常、コア体２に水硬性組成物を被覆する
直前に、水以外の材料と混合されて、水硬性組成物の構成材料となる。
【００２０】
　コア体２を水硬性組成物で被覆することにより、本発明の水生生物蝟集用粒体１を得る
ことができる。
　コア体２を水硬性組成物で被覆する方法としては、（ｉ）コア体２をコーティング装置
に投入して、該装置を回転させながら、水硬性組成物を投入して被覆する方法、
（ｉｉ）コア体２をコーティング装置に投入して、該装置を回転させながら、予め水硬性
組成物（水以外の材料と水を練り混ぜてなるスラリー）をコーティング装置に投入する方
法、（ｉｉｉ）水硬性組成物を構成する水以外の材料をコーティング装置に投入して、該
装置を回転させながら、コア体２を投入して、更に水を投入する方法等が挙げられる。
　中でも、作業の容易性の観点から（ｉ）の方法が好ましい。
　上記コーティング装置としては、パンコーティング装置や、転動コーティング装置等が
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挙げられる。中でも、作業効率の観点からパンコーティング装置が好ましい。
　水硬性組成物からなる被覆層３の厚さは、好ましくは０．１～１０ｍｍ、より好ましく
は０．５～７ｍｍ、特に好ましくは１～５ｍｍである。該厚さが上記数値範囲内であれば
、水生生物蝟集用粒体からの蝟集成分の溶出量を適切な量にすることができる。
　コア体２を水硬性組成物で被覆し、次いで、該水硬性組成物を十分硬化させることで、
本発明の水生生物蝟集用粒体１を得ることができる。
【００２１】
　被覆層３の形成に使用される水硬性組成物の量は、コア体１００質量部に対して、好ま
しくは１００～１２００質量部、より好ましくは３００～１１００質量部、さら好ましく
は６００～１０００質量部、さらに好ましくは７００～９５０質量部、特に好ましくは８
００～９００質量部である。該量が１００質量部以上であれば、コア体２を水硬性組成物
で十分に被覆することができる。該量が１２００質量部以下であれば、被覆層３の形成が
容易となる。
　また、水生生物蝟集用粒体１の粒度は、好ましくは０．２～６０ｍｍ、より好ましくは
５～４０ｍｍ、特に好ましくは１０～３０ｍｍである。該粒度が０．２ｍｍ以上であれば
水生生物蝟集用粒体に含まれる蝟集成分の量を増やすことができる。該粒度が６０ｍｍ以
下であれば、水生生物蝟集用粒体からの蝟集成分の溶出量を適切な量にすることができる
。
【００２２】
　本発明の水生生物蝟集用粒体を、水中（例えば、海中）に静置することで、該粒体から
蝟集成分が溶出および拡散して、水生生物を蝟集することができる。
　水生生物蝟集用粒体は、単体で使用してもよいが、水生生物蝟集用粒体、セメント、及
び水を含むセメント組成物を硬化してなるセメント質硬化体（モルタル、コンクリート）
を、水中（例えば、海中）に静置する形態で使用してもよい。
　セメントとしては、上述した被覆層３を形成する水硬性組成物に用いられるセメントと
同様のものを使用することができる。
　上記セメント組成物において、水生生物蝟集用粒体は、骨材の代替品として使用するこ
とができる。骨材の代替品として使用する場合、その配合割合は、骨材の全体積（代替品
である水生生物蝟集用粒体を含む）中、好ましくは５～３０体積％、より好ましくは１０
～２５体積％である。
　上記セメント質硬化体は、より効率的に蝟集成分を溶出する観点から、少なくともその
表面形成部分が、水生生物蝟集用粒体、セメント、及び水を含むセメント組成物からなる
ものが好適である。
【００２３】
　本発明の水域浄化システムは、上述した水生生物蝟集用粒体、および、該粒体の近傍領
域内に配置した二枚貝を含むものである。
　本発明の水生生物蝟集用粒体または該粒体を含むセメント質硬化体を、単独の形態で、
または、通水性を有する部分を備えた容器に収納した形態で水中（例えば、海中）等に静
置することで、該粒体から蝟集成分が溶出および拡散する。溶出および拡散した蝟集成分
は、二枚貝からの排泄物（偽糞）を摂取する水生生物（例えば、カニ等の甲殻類や、小魚
等の小動物や、ゴカイ等の底生生物）を蝟集することができる。蝟集された水生生物が、
水生生物蝟集用粒体の近傍領域内に配置された二枚貝からの排泄物（偽糞）を摂取するこ
とによって、水域を浄化することができる。
　水生生物蝟集用粒体の近傍領域内とは、水生生物蝟集用粒体から、好ましくは半径１５
ｍ以内、より好ましくは１０ｍ以内、さらに好ましくは５ｍ以内、特に好ましくは２ｍ以
内である。水生生物蝟集用粒体の半径１５ｍ以内に二枚貝を配置することで、蝟集された
水生生物が、効率的に二枚貝からの排泄物（偽糞）を摂取することができる。
　二枚貝としては、例えば、ホタテ貝、牡蠣、アサリ、ムラサキイガイ、ハマグリ、シジ
ミ、アコヤガイ及びヒオウギ貝等が挙げられる。
　また、蝟集成分は藻類等の栄養源にもなることから、藻場の形成を図ることができる。
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【００２４】
　通水性を有する部分を備えた容器としては、容器に収容された水生生物蝟集用粒体が通
過せず、蝟集成分が通過するものであれば特に限定されず、例えば、セルロース繊維、ポ
リアミド合成繊維、ビニロン繊維、ポリエステル繊維、ポリオレフィン繊維、レーヨン繊
維、アラミド繊維、ポリプロピレン繊維、ポリエチレン繊維等の有機繊維；ガラス繊維、
セラミック繊維、シリカ繊維、アルミナ繊維、ロックウール、スラグウール等の無機繊維
；等の繊維を用いた織布または不織布からなる袋；鉄、プラスチック、木材、石材、陶磁
器、セメント等の水硬性組成物を混合した組成物等を原料として形成した収納スペースを
保持した容器などが挙げられる。通水性を有する部分は、容器の一部分でもよく、全体に
通水性を有していてもよい。
【００２５】
　以下、本発明の水生生物蝟集用粒体を用いた、水域浄化システムについて、図２～３を
参照しながら説明する。
　なお、図２～３は、海水中における水域浄化システムを示しているが、該システムは淡
水（例えば、湖沼、河川等の水）中や汽水中においても設置することが可能である。
　図２は、水生生物蝟集用粒体１２と、垂下手段によって海中１７中に配置されている二
枚貝１４を含む水域浄化システム１１を示す図である。
　垂下手段は、二枚貝１４を付着させて生育させるための垂下用支持体１８と、垂下用支
持体１８を海中に固定するための保持体１９を含むものである。
　垂下用支持体１８は、二枚貝を海中に垂下することができればよく、例えば、二枚貝が
定着した採苗器をそのまま垂下する裸吊りの垂下用支持体；二枚貝を養殖カゴに入れて垂
下するカゴ吊りの垂下用支持体；二枚貝に穴を開け、垂下ロープに設置したアゲピンに直
接もしくはテグスを穴に通して複数個をまとめた状態で吊下げる耳吊りの垂下用支持体；
ポケットのついたネットに二枚貝を入れて固定する垂下用支持体；二枚貝をセメント系接
着剤でロープに固定した垂下用支持体等が挙げられる。
　中でも、二枚貝１４をセメント系接着材で垂下用支持体１８（例えば、ロープ）に固定
する垂下手段は、固定する二枚貝の間隔を調整することにより二枚貝が生長する空間を確
保できるため、二枚貝が海中の栄養成分をより多く摂取することができ、好適である。
【００２６】
　セメント系接着剤としては、例えば、セメントを主成分とする水硬性組成物のスラリー
等が挙げられる。水硬性組成物に用いるセメントとしては、ＪＩＳに規定されている各種
ポルトランドセメント、高炉セメント、フライアッシュセメント、スラグセメント、エコ
セメント、及びアルミナセメント等が挙げられる。中でも、作業性や強度発現性の点から
、早強ポルトランドセメントまたは普通ポルトランドセメントが好適である。
　これらセメントは、単独で用いることも可能であるが、必要に応じて、一般的にモルタ
ルまたはコンクリートの製造に使用される骨材、石膏類、石灰石微粉末、ドロマイト、ス
ラグ、シリカフューム、カルシウムアルミネート等の混和材を混合して用いることもでき
る。
　水硬性組成物中のセメントの含有率は、好ましくは２０～９０質量％、より好ましくは
３５～８０質量％である。
　また、水硬性組成物は、硬化性状を調整するため、アルカリ金属及びアルカリ土類金属
の炭酸塩、硫酸塩、亜硝酸塩、硝酸塩、塩化物、水酸化物等の、セメント以外の材料を含
んでいてもよい。
　水硬性組成物中のセメント以外の材料の含有率は、好ましくは０．１～１０質量％、よ
り好ましくは１～７質量％である。
　水硬性組成物中の水の含有率は、好ましくは１０～５０質量％、より好ましくは２０～
４５質量％、より好ましくは２５～４０質量％である。
【００２７】
　保持体１９は、垂下用支持体１８を水中に固定することができるものであれば特に限定
されるものではないが、例えば、一般的な垂下式養殖において使用される筏、延縄、ブイ
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等が挙げられる。
　二枚貝１４としては、ホタテ貝、牡蠣、ムラサキイガイ、アコヤガイまたはヒオウギ貝
が好適である。
【００２８】
　垂下手段の下方にある海底１６には、水生生物蝟集用粒体１２が配置されている。垂下
用支持体１８に固定された二枚貝１４から海中に排出される二枚貝の排泄物（偽糞）１５
は、水生生物蝟集用粒体１２の周囲に堆積する。
　水生生物蝟集用粒体１２から、蝟集成分が海水１７に溶出および拡散することで、水生
生物１３を蝟集することができる。蝟集された水生生物１３が、水生生物蝟集用粒体１２
の周囲に堆積した二枚貝の排泄物（偽糞）１５を摂食することで、海水１７を浄化するこ
とができる。
【００２９】
　図３は、水生生物蝟集用粒体２２と、海底２６に配置されている二枚貝２４、２８を含
む水域浄化システム２１を示す図である。
　二枚貝２４、２８としては、ホタテ貝、牡蠣、ハマグリ、シジミ、アサリまたはヒオウ
ギ貝が好適である。
　水生生物蝟集用粒体２２から、蝟集成分が海水２７に溶出および拡散することで、水生
生物２３を蝟集することができる。蝟集された水生生物２３が、水生生物蝟集用粒体２２
の周囲に堆積した二枚貝の排泄物（偽糞）２５を摂食することで、海水２７を浄化するこ
とができる。
　水生生物蝟集用粒体２２と二枚貝２４、２８を、このように設置することで、以下の（
１）～（２）の効果を得ることができる。
（１）垂下用支持体を設置できない浅い海域においても水域浄化を実施することができる
。
（２）海底２６に堆積した二枚貝の排泄物（偽糞）２５等の栄養成分を処理することがで
きる。
【実施例】
【００３０】
　以下、本発明を実施例により具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例に限定され
るものではない。
　［実施例１］
　木材加工工場において木材切削時に発生する粉砕物を、３ｍｍ篩で篩分けして多孔質の
粒体を得た。得られた粒体１ｋｇと、水生生物を蝟集するための成分としてフィッシュミ
ール工場において発生した可溶性タンパク質水溶液であるソルブル３ｋｇを、ホバートミ
キサーを用いて２分間混合して、粒体に水生生物を蝟集するための成分を含浸させた。
　含浸後の粒体を、直径が１ｍであるパンペレタイザーを用いて造粒し、次いで、得られ
た成形物（成形造粒物）を１日自然乾燥させた後、篩分けにより、粒度（粒径）が５～１
０ｍｍであるコア体（成形造粒物）を得た。
【００３１】
　該コア体を、前述のパンペレタイザーに入れて、普通ポルトランドセメント（太平洋セ
メント社製）と水を適宜添加しながら回転させてコーティングを行い、粒度が１５～２０
ｍｍである水生生物蝟集用粒体を調製した。
　なお、コア体１００質量部に対する、普通ポルトランドセメントの配合量は８００質量
部であり、水の配合量は概ね２００質量部であった。
　また、水生生物蝟集用粒体１０粒を、その中心を通る面で切断して、被覆層の厚みを測
定したところ、平均で４．１ｍｍであった。
　得られた水生生物蝟集用粒体５ｋｇを、牡蠣養殖用筏（牡蠣をセメント系接着剤でロー
プに固定した垂下用支持体（長さ８ｍ）を有し、かつ、該垂下用支持体を海中に固定して
いる保持体）の下方の海底（水深約１２ｍ）に散布し、１ヶ月間経過した後に、水生生物
蝟集用粒体周辺の水生生物の生息状況を観察した。
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　水生生物蝟集用粒体を散布した後に確認された生物を表１に、確認された生物のうち、
主に観察された生物の個体数を表２に示す。
　なお、確認された節足動物門に分類される生物の種類のうち、主に観察された（個体数
が多い）生物は、Ｌｅｐｔｏｃｈｅｌｉａ属、ベニツケガニ、Ｇａｍｍａｒｏｐｓｉｓ属
、サワギテッポウエビであった。
　また、環形動物門に分類される生物の種類のうち、主に観察された（個体数が多い）生
物は、ヒメゴカイ科、オトヒメゴカイ、ゴカイ科であった。
【００３２】
［比較例１］
　上記コア体を使用せず、上記被覆層を形成する水硬性組成物のみを造粒してなる粒体（
粒度：１５～２０ｍｍ）を作製し、水生生物蝟集用粒体の代わりに該粒体を用いる以外は
実施例１と同様にして、粒体周辺の水生生物の生息状況を観察した。
　粒体を散布した後に確認された生物を表１に、確認された生物のうち、主に観察された
生物の個体数を表２に示す。
　なお、確認された節足動物門に分類される生物の種類のうち、主に観察された（個体数
が多い）生物は、Ｌｅｐｔｏｃｈｅｌｉａ属、ベニツケガニ、Ｇａｍｍａｒｏｐｓｉｓ属
、サワギテッポウエビであった。
　また、環形動物門に分類される生物の種類のうち、主に観察された（個体数が多い）生
物は、オトヒメゴカイ、ゴカイ科であった。
【００３３】
【表１】

【００３４】
【表２】

【００３５】
　表１および表２から、本発明の水生生物蝟集用粒体（実施例１）を散布することにより
、その周辺に節足動物や環形動物等の水生生物を蝟集することができ、その結果、二枚貝
（牡蠣）からの排泄物（偽糞）を効率的に処理できることがわかる。
　一方、水硬性組成物のみを造粒してなる粒体（比較例１）を散布する場合、その周辺に
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蝟集された節足動物や環形動物等の個体数は、実施例と比べて少ないことがわかる。
【符号の説明】
【００３６】
　１　水生生物蝟集用粒体
　２　コア体
　３　被覆層
　１１，２１　水域浄化システム
　１２，２２　水生生物蝟集用粒体
　１３，２３　水生生物
　１４，２４　二枚貝（牡蠣）
　１５，２５　二枚貝の排泄物（偽糞）
　１６，２６　海底
　１７，２７　海水
　１８　垂下用支持体
　１９　保持体
　２８　二枚貝（アサリ）

【図１】 【図２】
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